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第 1 章では，研究の背景，目的および本論文の構成を述べ，また，用語定義と解説を行った． 
第 2 章では，MSW の解説，導入効果，サイバーセキュリティおよび実装事例などを述べた．また，
既往文献の分析に基づき，MSW の構築・連携に向けたロードマップを提示し，当該ロードマップと
本研究の目的との対応を示した． 
第 3 章では，MSW に関連する既往研究を，システム構築，情報表現規約，国際間データ連携の三
つの観点からレビューし，本研究の新規性と意義を示した． 







第 5 章は，(1)の取り組みに対応する章であり，PCS（Port Community System）などの関連システム
が存在する状況下において 2016 年から MSW の試行運用を開始した英国に着目し，関連システム設置
済国における MSW 構築に関する事例検証を行った．この結果，構築にあたっては，省庁間の横断的















第 6 章は，(2)の取り組みに対応する章であり，IMO/FAL における情報表現規約の議論の結果として
発行された FAL 便覧に着目し，調査分析を行った．この結果，初版（2001 年）と第 2 版（2011 年）
の FAL 便覧は，電文を作成する指針としては不十分であり，各国はこれらを活用していない可能性が
高いことを明らかにした．また，第 3 版（2019 年）の FAL 便覧は，情報表現規約のうち一部のみ（セ
マンティクス（データの意味論））の標準化に留まっていることを示した．これらを踏まえると，拙速






この検証結果に，現在の IMO/FAL における MSW 施策への取組状況やサイバー攻撃のリスクなどを踏
まえて総合的に検討したところ，分散型の適用が有用であるとの結論に至った．  
第 8 章は，本研究の成果と今後の課題をまとめた． 
本研究の成果は，世界における MSW 構築・連携の実装にあたっての有用な資料となると共に，わ
が国の MSW の国際展開施策や，IMO/FAL の議論への対応などに寄与すると考えられる． 
